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■令和 5年度新規合格者歓迎会 

令和 5 年度森林インストラクター資格試験に合格された神奈川県在住の 18 名のうち 11 名が JFIK に入会され

ました。 

R4 入会の 5名の方が、準備から当日の運営まですべてを引き受け新規合格者歓迎会が開催されました。 

 

日 時：1月 21日（日） オリエンテーション 10:00～12:00 参加者 40名(うち新規合格者 10名) 

 自然観察会 悪天候により中止 

場  所：zoom開催 

幹  事：鈴木(敏)、井上、加藤、塙、内間（R4） 

新規合格者：小澤、笠原、倉田、小林、境(祥)、白川、高梨、竹山、橋本、藤井(久)  計 10 名 

参加者：石山(鎌倉風致保存会)、石川(雄一)、井上、大西、角田、久保、坂間、佐藤(淳)、佐野(仁)、鈴置、

鈴木(敏)、瀬尾、関、高田(茂)、田川、田口、田中(真)、中澤(均)、塙、久野、日比野、福田、松井、嶺、 

山路、吉無田、吉原、渡辺、和田(昇)、内間  計 30名（内会員外 1名） 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ロウバイ＠四季の森公園   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

Topics 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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◆オリエンテーション 

理事長挨拶では悪天候中止のため、新会員の方に直接会えないのが残念であることを話されました。その後、

事業グループ森林保全部会、事業グループ森林教育部会、各倶楽部、鎌倉風致保存会、事務グループの概要説

明、JFIKのホームページ、会報、安全、保険についても説明が行なわれました。 

 中止になったことは残念でしたが、Zoom になったことで新会員、既会員ともに参加者が増え、それぞれの 

活動に対する理解を深めるに良い機会となりました。                     (内間記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■山こい倶楽部 企画 100回によせて 

山こい事務局 松井公治 

2014 年 9 月の第 1 回山こいから 11 年目の 2024 年 1 月までに 100 回の山行を企画しました。そのうち実施さ

れたものは 78回ありました。 

登った山の範囲は北は福島県の守門岳、南は静岡県の十国峠、東は三浦半島の三浦富士、西は長野県の入笠

山とかなり広い地域にまたがりました。 

みなさんのご協力で無事ここまで実施できたことを感謝いたします。 

山の自然の素晴らしさを求めてさらに企画を続けていきたいと思いますので今後ともよろしくお願いします。 

 

 

新歓オリエンテーション開始 

集合写真(１)  集合写真(２) 
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山こい倶楽部の１００回の歴史    

  日付 山   日付 山 

第 1回 2014. 9.11 三国山稜 第 51回 2019. 2.11 湯坂道 

第 2回 2014.10.26 はなじょろ道と高松山 第 52回 2019. 3.25 高畑山 

第 3回 2014.11.13 明神ヶ岳・明星ヶ岳 第 53回 2019. 4.14 生藤山 

第 4回 2014.12. 7 矢倉岳 第 54回 2019. 5.19 九鬼山 

第 5回 2015. 1. 8 大山 第 55回 2019. 6. 8 川苔山 

第 6回 2015. 2.22 仏果山 第 56回 2019. 7.14 富士山お中道 

第 7回 2015. 3.12 箱根屏風山 第 57回 2019. 9. 8 三つ峠山 

第 8回 2015. 4. 9 大垂水峠〜日陰沢 第 58回 2019.10.24 三つ峠山 

第 9回 2015. 5.14 仏果山 第 59回 2019.11. 6 不老山 

第 10回 2015. 6.11 足柄峠 第 60回 2019.12.23 大野山 

第 11回 2015. 7.30 大菩薩峠〜大菩薩嶺 第 61回 2020. 1.13 仏果山 

第 12回 2015. 9.10 富士山 第 62回 2010. 2.11 陣馬山 

第 13回 2015.10.12 富士山 第 63回 2020. 7.25 畦ヶ丸山 

第 14回 2015.11.18 大野山 第 64回 2020. 8.22 御嶽山・鍋割山 

第 15回 2015.12. 3 岩殿山 第 65回 2020. 9.26 高水三山 

第 16回 2016. 1.24 金時山 第 66回 2020.10.22 畦ヶ丸山 

第 17回 2016. 2.28 城山公園 第 67回 2020.11.15 高水三山 

第 18回 2016. 3.17 高取山 第 68回 2020.12.13 金時山 

第 19回 2016. 4. 3 景信山 第 69回 2021. 1. 9 幕山・南郷山 

第 20回 2016. 5.26 檜洞丸 第 70回 2021. 3.13 屏風岩山 

第 21回 2016. 6. 5 岩殿山 第 71回 2021. 4.25 幕山・南郷山 

第 22回 2016. 7. 4 富士山お中道 第 72回 2021. 5.15 愛鷹山 

第 23回 2016. 8.11 西沢渓谷 第 73回 2021.10.16 箱根三国山 

第 24回 2016. 9.22 富士山宝永火山 第 74回 2021.11.20 南高尾セブンサミッツ 

第 25回 2016.10.27 鎌倉アルプス 第 75回 2021.12.26 百蔵山 

第 26回 2016.11.20 愛鷹山 第 76回 2022. 1.10 幕山・南郷山 

第 27回 2016.12.12 八王子城山 第 77回 2022. 2.27 大丸山〜大平山 

第 28回 2017. 1. 9 御岳山 第 78回 2022. 3.19 畦ヶ丸山 

第 29回 2017. 2.13 幕山・南郷山 第 79回 2022. 4.29 生藤山 

第 30回 2017. 3.23 陣馬山 第 80回 2022. 5.14 滝子山 

第 31回 2017. 4.16 畦ヶ丸 第 81回 2022. 6.26 三頭山 

第 32回 2017. 5.25 二子山 第 82回 2022. 7.24 三つ峠山 

第 33回 2017. 6.22 鍋割山 第 83回 2022. 8.21 御岳山 

第 34回 2017. 7.23 金時山 第 84回 2022. 9.10 陣馬山 

第 35回 2017. 9.14 富士山宝永火山 第 85回 2022.10.30 浅間嶺 

第 36回 2017.10. 9 扇山 第 86回 2022.11.13 十国峠 

第 37回 2017.11.23 ユーシン渓谷 第 87回 2022.12. 3 鐘ヶ嶽 

第 38回 2017.12.10 大野山 第 88回 2023. 1. 8 御前山〜菊花山 

第 39回 2018. 1. 8 大山 第 89回 2023. 2.11 矢倉岳 

第 40回 2018.2.10-11 ミツバ山(10)蘇我丘陵(11) 第 90回 2023. 3.18 権現山〜ミツバ岳 

第 41回 2018. 3.21 箱根外輪山 第 91回 2023. 4.29 三ノ塔〜ヨモギ平 

第 42回 2018. 4.18 箱根外輪山 第 92回 2023. 5.13 奈良倉山〜鶴寝山 

第 43回 2018. 5.27 高川山 第 93回 2023. 6.12 入笠山 

第 44回 2018. 6.30 石老山 第 94回 2023. 7.1-2 浅草岳・守門岳 

第 45回 2018. 7.21 金時山 第 95回 2023. 8.11 乾徳山 

第 46回 2018. 9.13 富士山 第 96回 2023. 9. 2 大倉高丸・ハマイバ丸 

第 47回 2018.10.31 三国山 第 97回 2023.10.21 明星ヶ岳・明神ヶ岳 

第 48回 2018.11.25 滝子山 第 98回 2023.11.11 大岳山 

第 49回 2018.12.22 高松山 第 99回 2023.12.16 鋸山 

第 50回 2019. 1. 6 大山 第 100回 2024. 1.14 倉見山 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：2月 9日（金）、24日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 2月、3月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：2月 3日（土）、11日（日・祝）、13日（火）、19日（月） 

        3月 2日（土）、10日（日）、11日（月）、18日（月） 

活動時間：10:00～15:00                                                               （福田記) 

 

★■フォレスト 21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。 

毎月第 2土曜日と第 4日曜日に定例活動をしています。 

2 月は、10 日(土)、25 日(日)です。作業内容は、枝打ち、小鳥の巣箱ヘビ除け設置、間伐、除伐･ツル切り、道

づくり等です。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前で、レンタカーに乗り合わせて約 30分 

■参加費 ：300円 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、雨・雪・凍結など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

 その際は、前日の 18:00までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。           (久保記) 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。        (久保記) 

 

 

 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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★■神奈川の身近な自然を訪ねて「梅の 2月、曽我の里の自然と歴史を訪ねる」 

今回は鈴置さんが企画しています。 

日 時：2月 10日（土）、14日（水） 

集 合：JR東海・御殿場線 下曽我駅 改札外 9:30（※集合時刻に注意 10:00ではありません） 

（ご注意）下曽我駅では Suicaは使えません。 

解  散：JR東海・御殿場線 下曽我駅 14:30 頃を予定 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：下曽我駅 ➡ 宗我神社 ➡ 法輪寺 ➡ 曽我城址 ➡ 城前寺 ➡ 梅の里センター ➡ 

別所梅林（昼食）➡ 満江御前墓 ➡ 尊徳遺髪塚 ➡ 下曽我駅（解散） 

                         ※歩行距離約 5.8km（若干登り下りあり） 

梅林とミカン畑が広がる曽我の里は歴史と文化の里でもあります。高台に登れば富士箱根の山々はもちろ

ん真鶴の海を間近に見ることが出来ます。とくに 2月の曽我の里はウメの花に埋め尽くされます。 

仇討ちで有名な曽我兄弟はこの地で育ちました。太宰治が小説『斜陽』を構想したのもここ曽我です。ま

た尾崎一雄の居宅があったため多くの小説家・文化人が曽我の里を訪れています。今回は 2月花盛りの梅林

を散策し歴史文化そして自然に触れてみたいと思います。 

 

申し込み：実施日の 5日前までに、JFIKホームページ参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIKホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置までご連絡ください。 

 

＜サポートスタッフについて＞ 

「神奈川の身近な自然を訪ねて」は、1班～4班 or5班に分かれて散策します。 

各班には JFIK会員がリーダー（ガイド）として付き、解説等を行いながら散策します。 

サポートスタッフは各班の最後尾に付いていただき、おもに安全確保（人数確認、道路横断時のサポート、階

段等での注意喚起等）についてサポートしていただきます。 

尚、サポートスタッフを何度か経験していただき、「神奈川の身近な自然を訪ねて」の状況を把握していただい

た方の中から、安全担当やリーダー（ガイド）をお願いするようにしています。 

詳細については、鈴置にお尋ねください。 

 

＜3～5 月の予定＞ 注：予定が変更になる場合があります。 

Ⅰ 3月 13日（水)、16日（土） ～中原街道と徳川家天領山田村の自然と歴史を訪ねて～ 

Ⅱ 4月 17日（水)、20日（土） ～多摩川自然堤防の森と小杉の歴史を訪ねる～ 

Ⅲ 5月 15日（水）、18日（土） ～（仮題）逗子市披露山とその周辺地域の自然と歴史を訪ねる～ 

＝参加申込受付について＝ 

参加申込受付は、全国森林インストラクター神奈川会(JFIK)ホームページに案内が掲載された後となります。 

それ以前の受付は行いませんので、ご注意ください。                    （大橋記） 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～冬の野鳥」 

冬は落葉樹の葉もなく見通しのきく環境で、野鳥観察ができる最適の季節。四季の森公園の良く整備された

里山の環境で冬鳥・漂鳥だけでなく、普段からいる野鳥の冬の活動を覗いてみましょう。運が良ければ、シジ
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ュウカラ・ヤマガラ・メジロ・コガラなどの混群も見られます。縮こまりがちな真冬。活発に飛び回っている

野鳥たちから、ご一緒に元気をもらいましょう。 

事前下見：2月 12日（月･祝）10:00～12:00 

本  番：2月 18日（日）10:00～12:00（9:45より受付）＊当日下見はありません。 

集合場所：県立四季の森公園北口管理事務所前（事前下見及び本番当日） 

スタッフ：リーダー：嶺 サブリーダー：日比野、吉原 

下見に参加される場合は、リーダーにお知らせください。下見の数日前迄に資料を送ります。 

本番当日は手話希望者の枠が加わる予定です。本番に参加する場合は、公園に電話（045-931-7910）或いは管

理事務所窓口でお申し込みください。申込期間は実施日直前の 1 週間です（一般枠は先着 20 名迄です）。スタ

ッフへの事前連絡は必要ありません。当日集合場所でお声がけください。 

既存会員の方々は勿論、新会員の方々の参加をお待ちしています。下見だけの参加も大歓迎ですよ。（嶺記) 

 

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

2 月の室内勉強会は嶺が講師で箱根のお話をさせていただきます。箱根は県内唯一の国立公園でありながら、

観光地のイメージが強いせいか、これまで 150回程開催してきました室内勉強会で「箱根」を冠したテーマのお

話がありませんでした。箱根のガイドとして自然や文化のご紹介をさせていただきます。既存の会員の方はも

ちろん、新規入会の方にもご参加いただければ、大変うれしいです。 

 

概要は以下のとおりです。 

日  時：2月 9日（金）19:30～21:00 

講  師：嶺義則（H25） 

テーマ：箱根の景観に魅せられて ～ 箱根の地形・自然・歴史・文化のお話 

概  要：神奈川県内唯一の国立公園である箱根。活動拠点を箱根に移して 3年近くになりました。その間、自分

自身で体験したものに加えて、数十時間に及ぶガイド研修の一環として、箱根の地形・自然・歴史・文化など

各分野のエキスパートから話を聞いたり、実地見学をする機会がありました。箱根では険しくユニークな地形

が、動植物等の自然の営みや人間の歴史・文化と密接に関係してきました。箱根を理解する上で役に立ちそう

な各分野のエッセンスを箱根のガイドとして皆さんにご紹介させてもらいます。箱根ファンが更に増えたらい

いなという願いを込めて。。。（講師記） 

 

参加方法等：日が近づいてきましたら、会員宛にメールで参加要領をお送りします。 

問合せ先：室内勉強会担当  佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034 

嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com         📱：090-3532-0479 

                                              （嶺記） 

 

■山こい倶楽部 第 101回企画「浅間嶺」 

2 月の山こいの企画案内です。今回は奥多摩の浅間嶺です。行動時間は休憩、昼食を含めて 4 時間半あまりで

ゆったりとしたコースです。今回のリーダーは加納さん、サブリーダーは辻さんです。 

浅間嶺 903m は東京都檜原村にあります。東京にある唯一の村です。江戸時代は木炭や米や塩などの生活日用

品を運んだ道の上にあります。山名は富士浅間神社があることからとされています。上川乗から日本の滝 100選

に選ばれた払沢の滝を目指します。 

氷瀑と早咲きの福寿草が見られることを期待して。 

mailto:sato.forest2807@gmail.com
mailto:ugk58629@gmail.com
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追記:下見に行ってまいりました。手入れが行き届き、暖かな日差しが降り注ぐ人工林をあるき、奥多摩の山々

と富士山が見える展望ポイントもあります。滝は氷瀑ほどではありませんが、凍っていました！払沢の滝バス

停前のこだわりのお豆腐屋さんで買い物もできます。ほぼコースタイム通りです。 

 

日 時：2月 23日（金・祝） 

集 合：武蔵五日市駅→数馬行きバス停 1番乗り場に直接お並びください。9時のバスに乗ります。 

上川乗バス停下車 9時 35分着 

行 程：上川乗    9:45～11:20展望ポイント～11:25淺間尾根園地     ～昼食 12:05～12:50峠の茶屋跡地～ 

13:15時坂峠    13 :50払沢の滝駐車場    ～14:05払沢の滝～14:20払沢の滝駐車場 

※帰りバス 払沢の滝入り口バス停 14:28、15:03 

持ち物：飲み物、昼食、行動食、雨具、防寒具、医薬品、地図、コンパス、(スパッツ)、(ストック)、 

ヘッドランプ(予備電池)、携帯電話(スマホ)、チェーンスパイクまたは軽アイゼン、 健康保険証、 

その他冬の登山に必要な物 

歩行時間：4時間 40分（昼食時間 40分含む） 

リーダー：加納 裕美（090-9542-1609)、サブリーダー：辻 真澄（090-2228-8335）       (加納記) 

 

その他 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 参加費として 500円かかります。（資料代、下見代など） 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止の場合は参加者へ前日の 20:00までに連絡いたします。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

 

参加を希望される方は 2月 20日（火）までに松井までメールでお申し込みください。 

山こい事務局  松井公治  ma1950koji@yahoo.co.jp 

 

■森こい倶楽部第五十五回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：震生湖から中井吟行の道、中村一族の郷を巡る（秦野市・中井町・小田原市） 

プラス Oneテーマ:春の草花吟行  

開催日：3月 3日（日）10:00～15:30 

集 合：小田急 秦野駅 改札外 10：00 

リーダー：広川一久（H26） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

申し込み：ご参加の方は、3 月 1 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com  TEL:090-8280-1816 

  

概要・行程 

秦野市と中井町の境にある、渋沢（大磯）丘陵の関東大震災で誕生した震生湖から中井町へ入ります。里

地・里山が広がり、富士山などの眺望の良い尾根道の俳句・短歌の散歩道が続きます。万緑の丘には、句碑

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:m.hisano77@gmail.com
tel:090-8280-1816
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「万緑や吾子の歯はえ初める 草田男」などもあります。ふれあい境休憩所、萬緑の丘、海の風など、ビュー

ポイントが連なり、皆様も一句創作したくなるような快適な小路では、春の草花が迎えます。中井中央公園で

昼休み後には、中村川沿いの、頼朝の旗揚げに参画した、中村一族の里に入ります。桓武平氏を祖とする中村

宗平の一族は、湯河原土肥氏、平塚土屋氏、二宮氏、堺氏などが周囲に拠点を構えていました。盆地のような

地形の中には、田畑も広がり、五所神社、白髭神社などの社叢林や、静かにたたずむ中村宗平の墓所など兵ど

もの夢の跡を巡ります。山深い中井町の春の息吹をお楽しみください。 

  

コース概要 

（秦野市）秦野駅南口             →          →秦野総合高校前             →金井配水地→震生湖     →（中井町）八幡神社→須賀

神社→宗玄寺→境コミュニテイセンター    →東向橋→ふれあい境休憩所    →俳句・短歌の散歩道→萬緑の丘→

海の風→中井中央公園    （昼食）→中井町役場ホール    →五所八幡神社→滝の前橋    →滝の前五輪塔→ 

（小田原市）中村一族の墓碑→殿の窪→秋葉神社→白髭神社→        下中駐在所前→          →二宮駅             

歩行約 7㎞（急なアップダウンはほとんどありません、途中エスケープルートも可能） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

  

以降の予定 

4月 7日（日） 太田道灌 夢見ヶ崎公園、古墳・寺社と動物園の融合（川崎市幸区） 

5月 12日（日） （第 2週）片倉城址から絹の道（八王子市） 

6月 2日（日）  権現山から称名寺市民の森（横浜市金沢区） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2024第 3回「多摩川中流域」(案内人:松井公治)  

多摩川の中流域にある中野島と登戸には、それぞれ二ヶ領用水

を取り入れるために堰で水を溜めているため、冬になるとカモ類

をはじめとする水鳥が集まって来ます。途中の中野島から登戸に

かけての河原沿いの林にも冬鳥が見られます。今回は南武線の稲

田堤駅から宿河原駅まで歩きます。 

 

日 時:2月 10日(土) 9:30～15:00頃  

集 合:JR南武線 稲田堤駅改札口 9:30 

解 散:JR南武線 宿河原駅 15:00頃 

予定コース:稲田堤駅(集合 9:30)～稲田堤多摩川河原～宿河原せせらぎ館(昼食)～二ヶ領用水～宿河原駅(解散

15:00頃) 

参加費:500 円(CONE 保険・資料代含む)  

装備等:冬のハイキングの服装(雨具・防寒具含む)、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、スコープ 

(お持ちの方)、野鳥図鑑等 

参加対象:JFIK会員、会員の家族・友人・知人(万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

参加申込:本番 2日前までに E メールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで。 CONE保険に加入しますので、お

名前と年齢をお知らせください。 

中止判断:雨天・荒天予報の場合は中止します。中止の場合は、前日夕方までに JFIK-ML にてお知らせします。 

(中澤(均)記) 

稲田堤の水鳥たち 
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■鳥こい倶楽部 2024第 4回「大雄山の春めき桜と酒匂川の野鳥」（案内人：角田昌司）  

南足柄市大雄山駅から狩川の土手沿い（春木径と呼ばれています）に早咲きの春めき桜(※)を訪ねて狩川沿

いを歩き、大雄山線で和田河原駅から五百羅漢駅まで移動します。そこから酒匂川沿いに河口まで歩いて野鳥

を観察します。 

 

(※)春めき桜：南足柄市の固有種。50 年ほど前から生育していた早生のサクラの中から発見された。密集

して数多く咲き、独特のナノハナに爽やかな甘みを加えたような優しい香りが特徴。狩川の土手沿いの両

岸に合計 171 本の春めき桜が植栽されています。「春木径・幸せ道桜まつり」として毎年開催されています。

見頃は 3 月中旬ですが、天候等の状況により 3 月 8 日の開花状況は保証できませんのでご承知おきくださ

い。 

 

日 時：3月 8日（金）10:00～16:00頃 

集 合：大雄山線大雄山駅 改札前：10:00 

小田急線新松田駅よりバスで 22分程度かかり（380円）、15分おきに出ております。 

解 散：小田原駅 16:00頃 

コース：大雄山駅（集合 10:00）～狩川沿いを歩き和田河原駅～五百羅漢駅より酒匂川へ～扇町しらさぎ広場

（昼食）～酒匂川沿いに歩きながら酒匂川スポーツ広場（トイレ休憩）～酒匂川河口～小田原東高校前

～小田原駅(解散 16:00頃) 

参加費：500 円（CONE保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、レジャーシート、双眼鏡、スコープ 

（お持ちの方）、野鳥図鑑 

参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで。 

中止判断:雨天・荒天予報の場合は中止します。中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

 

◆2024 シーズン今後の予定（カッコ内は案内人：敬称略） 

 4月 10日(水) 谷津干潟（千葉）（千葉会 樋口多聞） 

 5月      箱根周辺（嶺義則） 

 6月      募集中 

(中澤(均)記) 
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：1月 6日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 38 名（JFIK：6 名 地元・地域ボランティア：11 名 

ファミリー：15名 横浜メダカの会：6名) 

作業内容：●近藤竹林の整備(竹林の間伐) モウソウチク伐採 65 本 

●こども里山体験班：タケを切り倒し、それを使いタケ細工をし

た。午後は野草のタケ支柱の後片付け ●横浜メダカの会：ポンプ

とホースの継ぎ目修理、水源調査、水生生物調査（名瀬川）、池の掻

い掘り・護岸計画についての意見交換 

 

作業 2回目 

日 時：1月 14日（日）10:00～15:00 

参加者：合計 16名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティア：5名 

ファミリー：6名) 

作業内容：●久右衛門邸竹林整備 モウソウチク伐採 38 本 ●マー

キング用竹串作り 100本作製 ●安全研修 9名参加 

 

 

作業 3回目 

日 時：1月 15日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 19名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：11名     

見学 1名) 

作業内容：●久右衛門邸の裏の竹林の間伐 モウソウチク伐採 55 本 

●安全研修 5名参加 

 

 

作業 4回目 

日 時：1月 22日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 18名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：11名） 

作業内容：●近藤竹林の整備(竹林の間伐) モウソウチク伐採 40本  

●薪作り 

                                         (福田記) 

 

 

 

 

活動報告 

集合写真 

伐採したタケの整備 

安全研修 

モウソウチク伐採 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて ～寒川神社とその周辺地域の自然と歴史を訪ねる～ 

日 時：1月 24日（水） 28 日（日）10:10～14:00 

場 所：寒川町 

参加者：一般 49 名（24日 32 名、28日 17名）スタッフ（実数）11名 

 午前は宮山神社、寒川神社、興全寺、西善寺を見学しました。神奈川県水道記念館の水の広場で昼食後、神 

奈川の美林 50選に選定されている寒川神社参道脇の森に沿って散策し、さむかわ中央公園、宮山緑地、寒川調 

圧水槽、大神塚、安楽寺を経て、JR寒川駅で解散としました。 

 JR 宮山駅に集合し、だいぶ膨らんできた早咲きのサクラの冬芽、ウメやボケの花、ジョウビタキ、カルガモ、

オオバン、コガモなどを観ながら目久尻川沿いに散策、宮山神社に向かいました。 

宮山神社は、古くから宮山地区に鎮座していた七社の小祠が合祀されています。境内では、クスノキ、サカ 

キ、ナギ等の樹木を観ることができました。 

 およそ 1,600 年の歴史があり、全国唯一の八方除の守護神として

古くから多くの方々の信仰を集めてきた寒川神社に向かいました。

神社では、1855 年に発生した安政地震で倒壊した一の鳥居の笠木や

迎春ねぶたが飾られている神門、御神木の夫婦杉、古くから中国や

日本で天体の位置や運行を観測するのに使用された渾天儀、また、

オガタマノキ、ナギ、サカキ等の樹木を観ることができました。 

 家畜の霊を慰めるために建立された畜霊碑のある興全寺、シキミ

が境内に植えられている西善寺を経て、神奈川県水道記念館に向か

い、昼食としました。 

 昼食後、水道記念館の屋内展示を見学、また、水の広場の樹木を

観た後、神奈川の美林 50 選に選ばれている樹林沿いに参道を散策

し、さむかわ中央公園、宮山緑地、寒川調圧水槽を経て、大神塚と

安楽寺に向かいました。 

水道記念館の水の広場では、カツラ、カシワ、ヤマザクラ、ケヤ

キ、クロマツ、マテバシイ、スダジイ、サンゴジュ、アラカシ、シ

ラカシなど、県営水道給水区域 12 市 6 町の木が植樹されていまし

た。 

さむかわ中央公園では、カツラやオガタマノキ、芝生の上を歩き

回るツグミ、宮山緑地では、緑地中央の池で羽を休めるダイサギを

観ることが出来ました。 

さむかわ中央公園や大神塚からは、大山をはじめとした丹沢の

山々、また、積雪で真っ白くなった富士山（残念ながら山頂は雲に

覆われて見えませんでしたが）を眺めることが出来ました。 

大神塚は帆立貝式の前方後円墳です。後円部に登り、古墳の全容

を確認しました。 

安楽寺では、だいぶ開花が進んだ早咲きのサクラ、ナギイカダ、

大きな花を付けたツバキなどの樹木を観ることが出来ました。ま

た、本殿のステンドグラスを見せていただきました。 

二日間とも、雨や雪に降られることなく、真冬の寒川での植物観察と史跡めぐりを楽しむことができました。 

                                                                                    （大橋記） 

迎春ねぶたが飾られた寒川神社神門 

 

寒川神社拝殿 

大神塚 

寒川神社拝殿 
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■山こい倶楽部 第 100回「倉見山」 

日 時：1月 14日（日） 

場 所：倉見山 

集 合：富士急東桂駅 8:50 

コース概略:東桂駅(9:00)→長泉院(9:20)→倉見山(11:50～12:30)→寿駅(14:15) 

(行動時間 5:15歩行時間 4:35) 

参加者:リーダー：松井、サブリーダー：久保、篠田、中澤(均)夫妻、中澤(靖）、境(実)、田口、辻、田中(文)  

計 10名 

山行経過 

 集合が富士急行東桂駅 8:50（高尾駅 7:24）と早いので、参加者の中には 5:00にヘッドランプをつけ家を出た

と聞く。 

 乗り換えの八王子駅ホームの温度計は－4℃を指していた。今日は快晴で、昨夕の前線通過時の降雪でうっす

ら雪景色、日の出とともに暖かな色に染め始めた。富士吉田行きの電車はほとんどが登山客。小仏トンネルを

抜けると車窓には雪はない。アイゼンを持たぬ者は一安心。 

 リーダーの下見により、より快適なコースに変更され、東桂駅で下車、参加者全員 10名がそろう。 

 身支度体操後 9:00 発、融雪剤で白くなった県道 713 号を

南下 20 分後長泉院ここで体も温まり、リーダー指示で防寒

具を脱ぐ。 

 送電線の巡視路にもなっている登山道は管理がゆきとど

いている。急登で皆の会話も少なくなり、黙々とヒノキの

植林の中歩を進める。途中荒れ地にはネズミサシも見られ

た。 

 稜線に出ると冷たい西風があり火照った体には寒いとは

感じなかった。風の吹いてくるほうには三ツ峠が見られ

た。そこで一休み。 

 なだらかな稜線になると 1か月ぶりの再会で会話が弾み賑

やかになる。左は木立の向こうにどっしりと御正体山、右に

はアンテナがちょっと邪魔な三ツ峠、足元はパサパサと乾燥

したミズナラの落ち葉、大木の根元はナラキクイムシの糞だ

ろう、重なっている。樹上は枯葉がまだ付いている。数年後

訪れたらミズナラは倒れ景観は激変しているであろう。 

 小さなピークをいくつか越えた先に緑のマツが見えるとこ

ろが倉見山だと教えられ、疲れてはいるが元気が出る。ガイ

ドブックでは駅から頂上まで 2 時間 10 分とあるが、われら

は盛んに飛び交う野鳥観察でたびたび立ち止まって双眼鏡を

覗く。みんな満足。2時間 50分で頂上に着く。（11時 50分） 

倉見山山頂 

 

お汁粉作成中 
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 雲一つない快晴、富士山は雪が少なく夏道のジグザグが良く見える。右奥には南アの真っ白な光・聖から北

岳まで雪煙も上がっていた。東にはどっしりと御正体山その奥には丹沢山塊だろうか。 

 風もなく、日だまりで昼食。稲から育てた餅の手

作り「お汁粉」が振舞われた。疲れた体に吸い込ま

れていく、口々においしい、甘いと、この上なく幸

せ。ごちそうさま。 

 日は少し西に回り始めた富士山をバックに記念撮

影後 12:30 下山開始。下山を少し心配したが、なだ

らかな道は皆ルンルン寿駅を目指した。 

 下山後水力発電所のプールにはアオサギ、キンク

ロハジロなど多くの水鳥が休んでいた。 

 2 時間コースを 1 時間 45 分で下り駅前のコンビニでのどを潤し、満足な気持ちと次回山で会えることを期待

し帰路に就いた。 

反省 

コース取りは最高、特に下山は疲れてくるし、時間をとってしまう、今回は穏やかな下りで予定より早く着い

た。天候は昨日の雪も日陰にほんの少しあっただけで問題なし。報告者（田中(文)）は久し振りの参加で皆に

ついていけるかずっと心配であったが助けられ歩けた。感謝。感謝。低山なら参加できるぞ。 

(田中(文)記) 

 

■森こい倶楽部 第 53回 

日 時：1月 14日(日) 快晴 

テーマ：早川ビランジュ街道から早川漁港、小田原城遺構へ(小田原市) 

参加者：角田、梶浦、久次米、鈴木(康)、高梨、戸田、豊川、塙、引田、皆川、山路、石川(雄一)、金子、 

久野、広川、会員外 5名、合計 20名 

コース：箱根板橋駅→早川大窪橋→山安ひもの館→早川のビランジュ(国指定天然記念物・かながわ名木 100 選）

→堀秀政供養塔→海蔵寺→東善院→久翁寺→早川観音→真福寺→紀伊神社→漁港の駅 TOTOCO（昼食）

→小田原漁港→早川橋→小田原用水→小田原城総構早川口遺構→大久寺→光円寺→居神神社→山角天

神社→報徳二宮神社→小田原城内→常盤木門→本丸→御用米曲輪→ミナカ展望フロア―→小田原駅 

報 告 

冬のキリッとした快晴の一日、箱根板橋駅からまず、早川のビランジュ

(バクチノキ)を目指します。この樹は、箱根ターンパイクの入口から約

300ｍ、石垣山南側窪地の約 50ｍのがけの急斜面に生えており、根元周囲

約 6ｍ、樹齢 250～350年と推定される巨木です。温暖帯南部の植物で、小

田原から東北部にはほとんど見られず、植物分布上その東北限にある巨木

であることから、学術上貴重なものとして、大正 13 年に国指定の天然記

念物となりました。南側が山という過酷な環境の急斜面に立つ姿を、根も

とから見上げると、あまりに壮大で威厳すら感じます。参加者からは「今

日はこれを見たからもう帰ってもいいなあ。」との発言も飛び出しまし

た。 

富士山から南アルプス眺望 

早川のビランジュ 
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ここからは海に向かって名木・古木のある早川地区の社寺を訪

れました。眺望のよい堀秀政の供養塔がある海蔵寺の若いビラン

ジュは、根元に剥がれ落ちた樹皮がありました。東善院の魚籃観

音は像高約 11ｍ、海を見つめる姿に圧倒。早川観音には 2 本のビ

ランジュと 2 本のイヌマキの大木がありました。真福寺には小田

原市の天然記念物に指定されたタブノキとイトヒバがあり、タブ

ノキは樹高 25ｍ、イトヒバは樹高 16ｍに達します。早川地区の氏

神、紀伊神社の社叢林を堪能してから海へ。休日で賑わう漁港の

駅 TOTOCOで昼食にしました。 

昼食の後は小田原漁港から早川を渡り、小田原用水に沿って進み、小田原城総構早川口遺構へ。西からの豊

臣秀吉の軍勢に備えた二重の戸張で外側土塁の高さは最大で 2.8ｍに達する立派なものです。国道 1 号線に出て

小田原城主大久保忠世が開基した大久保家の菩提寺・大久寺へ。忠世など 7基の墓石が残っています。大銀杏の

ある春日局が開基の光円寺を通り、三浦荒次郎義意公を主祭神に祀る居神神社へ。居神神社には水神社・子安

地蔵堂・不動尊・聖徳太子堂・神輿堂・八幡神社・金刀比羅神社なども祀られており盛りだくさん。山角天神

社には「通りゃんせ」の歌碑があり、広川さんから歌の意味を聞いて全員納得。そろそろ疲れがみえてきたと

ころですが、坂道を頑張って上り報徳二宮神社へ、ここではお払い箱の語源を知ることができました。ここか

ら小田原城内へ入りオガタマノキ、ビランジュ、ビャクシン、樹皮の美しいイヌマキ、樹高 30ｍに及ぶクロマ

ツなどの名木・古木を堪能し、御用米曲輪で土塁の断面構造図に感心して、最後はミナカ 14 階の展望フロアか

らこの日のルートを俯瞰し、小田原駅で解散しました。史跡と名木・古木を巡る欲張りなコースに新会員から

ベテラン、友人など多様な皆さんに参加いただき有意義な一日でした。 

                   （金子記） 

 

■鳥こい倶楽部 2024シーズン第 2回「境川遊水地公園」 

日 時：1月 31日(水) 9:30～15:00 快晴 

コース：湘南台駅（集合）→境川遊水地公園→情報センター（昼食）→天王森泉公園→和泉川→下飯田駅（解

散） 

参加者：山路(案内人)、中澤(均)、*中澤(美)、角田、山本(明)、久野、高梨、松井、田口、梶浦、篠田、広川、

坂間、引田、辻、皆川、池田(倫)、藏田、吉原 以上 19名（*一般） 

県立境川遊水地公園は、境川沿いに藤沢市の今田遊水地、泉区の下飯田遊水地、戸塚区の俣野遊水地という

三つのエリアで構成されており、ビオトープをテーマに様々の生きものが自在に生活できるよう配慮されてま

す。 

湘南台駅から 18 名で歩きはじめて今田遊水地に向かいますが、途中

の湘南台公園で一日のスケジュールや注意事項、簡単な自己紹介をしま

した。10 分程度で今田遊水地に着き、一人の参加者と予定通り合流

し、総勢 19 名です。寒さも和らぎ快晴でした。陽光を浴びて暑いくら

いです。ここの池にはヨシなどが群生しており、水辺の鳥が集まってい

ます。カモ類特にオオヒシクイ、ヨシガモ、サギ類、他にメジロ、ヒク

イナ、バン、タシギ、オオジュリン、ツグミ、セッカ、ハクセキレイ、

カワセミなど。スコープを持っておられる方々がいて、交互に観察させ

てもらいました。時間を忘れるくらい夢中になって、ここでの探鳥で午

前中は過ぎていきました。 

早川観音のビランジュの前で 

オオヒシクイ 
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下飯田遊水地に向けて歩を進める。途中で鷺舞橋（さぎまいば

し）という洒落た橋を渡り、少しの間サイクリングロード兼遊歩

道を歩く。この間もジョウビタキ、アオジ、ムクドリ他など見つ

けました。再び小さな橋を渡り、下飯田遊水地の情報センター横

を通り、野球グラウンドを見下ろす幅広い階段にて昼食。昼食休

憩もゆっくりできました。余裕があってよかったです。グラウン

ド上にも何種類かの鳥たちが来ていてメンバーの一人が教えてく

れましたが、私は食べるのに懸命で鳥の名前は頭に入りませんで

したゴメン。この階段の裏手は小さめの俣野遊水地の池が迫って

ます。ヨシゴイが葦原にいるのを発見。この池は昔からあるよう

です。この池では下見で見かけたというタマシギを探しましたが現

れませんでした。ほとんどの鳥たちはまるで午後の休憩のようで姿を消していました。 

諦めて近くの天王森に向かい雑木林へ。コナラにアオゲラがいるのに気

づいたメンバーのひと声に、皆が一斉に上を見上げました。幹に隠れがち

でしたが、1、2 回ドラミングが聞こえました。またこのあたりの路上電柱

の頂上にチョウゲンボウを発見、ノスリも、その後、天王森公園の拠点の

泉館（古民家）の裏手に回り、竹林、ワサビ田、作業場も兼ねている静か

な庭園のようなところの端の草叢にシロハラがいました。 

この後、和泉川沿いに戻り、川沿いを歩きながら下飯田駅に向かいまし

た。この途中にはマルガモ、アオサギと出会いました。駅近くの畑にはハ

クセキレイの忙しそうな姿がありました。多種多様な鳥たちの姿を追い、

様子を観ながら時間もあっという間に過ぎ、夢中になった楽しい１日でした。ありがとうございました。 

(高梨記) 
＜本日観察出来た野鳥＞ 
ヒシクイ（亜種オオヒシクイ）、ハシビロガモ、オカヨシガモ、ヨシガモ、カルガモ、マガモ、オナガガモ、コ
ガモ、キジバト、クイナ、バン、オオバン、ヒクイナ、カイツブリ、イソシギ、タシギ、カワウ、ヨシゴイ、
アオサギ、ダイサギ、コサギ、オオタカ、トビ、ノスリ、カワセミ、コゲラ、アオゲラ、チョウゲンボウ、モ
ズ、オナガ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、セ
ッカ、メジロ、ムクドリ、シロハラ、ツグミ、ジョウビタキ、スズメ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグロセ
キレイ、タヒバリ、カワラヒワ、ホオジロ、カシラダカ、アオジ、オオジュリン 以上 53 種、番外 マルガモ、
ドバ 

 

 

 

書 名：咲む（えむ） 

原 作：早瀨憲太郎 

文 ：広鰭恵利子 

監 修：全日本ろうあ連盟 

出版社：汐文社 

発 売：2020年 10月 

版 型：四六判 216ページ 

ISBN ：978-4-8113-2791-4 

定 価：1500円＋税 

 本作は、全日本ろうあ連盟創立 70 周年記念映画「咲む」をノベライズし

たものである。映画会場で販売されていたこの本を読み、森林インストラク

ターの心にも通じるものがあると考え、ここに紹介させて頂く。 

月刊ブックレビュー 

俣野遊水地で集合写真 

 

チョウゲンボウ 
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そもそも映画のポスターを初めて見たとき、浅学のため「咲む」の読み方が分からなかった。しかし、ワー

プロで「えむ」と入力すると「笑む」の後の方に出てきた。本書の巻頭に「咲む」（えむ）は笑うという言葉の

古語の語源となる言葉とあった。にこにこする、花が咲きはじめる、果実が熟して裂開するという 3つの意味が

あるらしい。いずれもこれからの幸せを予感させるもので、見終わってから清々しい気持ちにさせてくれたこ

の映画のタイトルに相応しいと思った。 

章立ては以下の通りである。第 1章 夢の始まり、第 2章 久二木村へ、第 3章 地域協力隊、第 4章 村の

人々、第 5章 心の雲、第 6 章 久仁木村の夏、第 7章 花懸け祭り。 

 主人公の平子瑞月は、入院中にお世話になった桑野まゆという看護師に憧れて看護師になったものの「ろう」

のため就職先がなかなか決まらないでいた。まゆのアドバイスで瑞月は同じ「ろう」である父親が何故か強く

反対するのを押し切って、ある過疎の村に面接に行くことになった。そこには疎遠になっていた祖母（父の母）

の家があった。患者とのコミュニケーションが取れないということで面接に落とされ、帰りの道端に咲いてい

た花の言葉も分からなかった。しかし瑞月は、診療所の看護師にはなれなかったけれど、村で初めての地域協

力隊員として働くことになった。村人とのたくさんの関わりの中で・・・・例えば、骨形成不全症の加古川リ

ュウ子の質問「耳が聞こえないという障害をどうやって乗り越えたの？」に対する瑞月の言葉「障害は乗り越

えるのではなく、そのまま歩くだけ」。瑞月にマニキュアを塗ってもらったリュウ子はつぼみがほころぶような

笑顔をみせた。目が見えなくても、耳が聞こえなくても、利三郎は花に命を吹き込むことができる人だ。など

など。あとは書き続けることはできないが、最後に、方法は違えど、瑞月を守った父と父を守った祖母との再

会・・・コミュニケーションは難しくても心は通じ合うことができるという結末に救われる。文中に出てくる

言葉「物事を始めるチャンスを私は見逃さない。たとえマスタードの種子のように小さな始まりでも、芽を出

し根を張ることがいくらでもある」（ナイチンゲール）は、看護師を志す若者だけに当てはまる言葉ではないだ

ろう。 

植物にも五感があり、それらを使って生きている。全部は使わなくても１つでも２つでも使えれば生きる可

能性が高くなる。そんなことを昔から考えていた。最近の研究では、動物の嗅覚や味覚に相当する化学物質の

やりとりによって樹木と樹木だけでなく、樹木と菌類が「コミュニケーション」している可能性が示唆されて

いる。人間だって視覚や聴覚が弱くても他の感覚を使って十分に生きていけることは先人たちが証明済みであ

り、医学や医療機器はさらに進化している。人間は、心さえあれば、人間同士だけでなく犬や猫、ヒグマやシ

ャチなどの動物さらに樹木などの植物とも「コミュニケーション」ができるということを予感させてくれる本

である。 

樹木の「言葉」を理解するためにも、さらに広く人間の感性や人生について考えるためにも、本書あるいは

映画をぜひご覧になられることをお勧めする。 

（佐野淳之） 

 

 

 

1月度の会員異動 

1月26日現在  会員数169名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：1月26日（金）19：30～21：00 

場 所：ZOOM利用のリモートミーティング 

出席者：理事13名、監事1名、会員5名  合計19名 

 議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

掲 示 板 



JFIK 会報 2024 年 2 月号 

- 17 - 

＜第 9回（令和 6年度）通常総会開催案内＞ 

NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会「第 9 回通常総会」を下記により開催しますので、ご出席のほどお

願い申し上げます。 

開催日時：2024年 2月 17日（土）15:30～17:00 (15:00 より受付) 

 （ZOOMによるオインライン中継を予定しています） 

開催場所：アミューあつぎ ルーム 610 

議題 

 第 1号議案 第 9期（令和５年度）事業報告及び決算 

 第 2号議案 役員改選 

 第 3号議案 第 10期（令和６年度）事業計画及び予算 

 その他報告事項等 

懇親会：総会終了後、本厚木駅周辺にて懇親会を予定しています。詳細は別途ご案内いたします。 

 

会費納入のお願い 

令和 6年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

納入期間：令和 6年 1月 1日〜2月末日 

=振込先=  

横浜銀行 戸塚支店（359） 口座番号：普通預金 6174917 

名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会 

（エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の

ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】 

全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡お願いします。 

携  帯：090-6177-4020 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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編集後記 

先日、鳥こい俱楽部の境川遊水

地公園でのバードウォッチング

に参加しました。50 種を超え

る種を見ることができ大満足し

ました。（かじうら） 

県内各所で梅林イベントが

始まっています。今年は暖

冬のせいか、全国的に開花

がだいぶ早いようですね。

(松山) 
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